
第 3学年 算数科学習指導案 

日 時 令和４年１０月１４日（金）公開授業Ⅰ 

場 所 ３年１組教室 

児 童 ３年１組 ３３名 

指導者 伊藤 勝  

１ 単元名   １１ まるい形を調べよう（東京書籍 3 年上ｐ１２０～１３２） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

    円や球については，第１学年第１２単元「かたちあそび」で，まるい形，ボールのような形として捉

えてきている。また，第２学年第１０単元「長方形と正方形」では，辺，面の形，直角といった図形を

構成する要素に着目して図形を捉えたり，弁別したりしてきている。これらの既習を基に円や球につい

て考察することになる。 

    本単元では，円や球を構成する要素や性質の理解の上に，コンパスの使い方についても理解し，それ

を用いる力を育てる。すなわち，図形を構成する要素に着目して構成の仕方について考える力，及び処

理しようとする態度を育てるということである。 

    また，円の作図や等しい長さを測り取ったり移したりするなどの活動を通して，コンパスの道具とし

ての機能について理解し，円のもつ美しさや機能にも触れていく。  

 

（２）児童について 

    本学級では，簡単な計算をすることや板書をまとめるなど算数科に，興味関心をもち意欲的に取り組

む児童が多い。一方で，興味はあるが主に文章題などの意味が分からず自分の力で正答までたどり着く

ことが難しい児童もいる。また，自分の考えを活発に発言する児童もいる反面，自信をもって発言する

ことができずに遠慮している児童も多くいる。学習に自信が無く周りの様子を見ながら取り組む児童が

多い。そのためペア学習や，教え合い学習を少しずつ取り入れてきている。 

レディネステストの結果は，立体に円という平面があることが分かっているかの理解はほぼできてい

た。既習の立体の図形の弁別・名称の理解は半数程度であり，特にも直角三角形の名称の理解は１０人

程度であった。未習の半径の長さから直径の長さを求めることは７名の児童ができていた。 

 

（３）指導について 

    本単元では，身近な具体物を提示することで，算数科を実生活と関連付ける態度を育てていきたい。

また，球の中心，半径，直径については円の中心，半径，直径の学習も振り返りながら，相互に関連付

けられるよう具体物を示し，球を立体などにはさんで直径の長さを調べるなどの操作活動を多く取り入

れ体験的な学びを充実させる。そしてコンパスの使い方に注意するとともに，円をかくだけではなく等

しい長さを測り取ったり移したりすることができる道具として認識させ，円をかく活動とともに等しい

長さを測り取ったり移したりする活動を多く取り入れる。 

    単元を通して，手立て１では，形の共通点や便利さ，今まで気付かなかった用具の様々な機能に気付

かせるために，日常生活の事象に目を向けさせたり，身の回りの形に目を向けさせたりする発問を工夫

していく。手立て２では，ペアで話し合ったり全体で答えの検討をしたりしながら，どのように答えを

導きだしたのか自分の考えをこれまでに習得した算数用語を使って説明させ理解を深めたい。 

 



３ 単元の目標 

   円や球を構成する要素や性質について理解し，コンパスを用いた作図や等しい長さを測り取ったり移

したりすることができるようにするとともに，数学的表現を適切に活用して構成の仕方や身の回りのもの

を円や球として考える力を養い，図形をかいたり確かめたりする活動を振り返り，今後の生活や学習に活

用しようとしている。 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・ 円の中心や半径，直径に

ついて，円に関連して球の

直径などを理解し，それら

を活用してコンパスで円を

かいたり，等しい長さを測

り取ったり移したりするこ

とができる。 

・ 円や球を構成する要素に着目

し，構成の仕方や身の回りのも

のに図形の性質がどのように活

用されているかについて考え，

説明している。 

・ 円や既習の図形の作図を基に模

様をかくなどの活動を通して，身の

回りから円や球を見付けたり，図形

のもつ美しさに関心をもったりし

たことを振り返り，数理的な処理の

よさに気付き今後の生活や学習に

活用しようとしている。 

 

５ 単元の指導計画と評価規準 

 時 目 標 指導・支援 評価規準 

円 

１ 

 

本 

 

 

時 

プロローグ 

 教科書Ｐ１２０の写真を提示し，身の回りにある図形について振り返る活動を通し

て，円や球の説明ができないことに気付かせ，円や球の構成の仕方や性質を捉えると

いう単元の課題を設定する。 

イ 

 

◎  中心，半径の用語を知 

り，円の構成の仕方や性

質について理解する。 

 

 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ かごを中心として長さが違うと不平等であることに

着目させ，かごまでの長さが等しくなるとよいことに気

付かせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ かごからの長さが等しくなるとまるい形になること

に気付かせ，中心からの距離が平等であることを確認す

る。 

２ ◎ 中心，半径の用語を知 

り，円の構成の仕方や性

質について理解する。 

 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 前時学習したことを振り返りながら，まるい形をか

く。 

手２：表現の獲得・変換 

→ 円，円の中心，半径の用語を知る。 

→ 円について半径という言葉を用いて説明したり，円の

形をしたものを探したりする。 

ア 

 

小単元 

かごからの長さが，同じになるようにならぶために

は，どのような線をかけばよいか考えましょう。 

 

簡易コンパスを使っていろいろな大きさのまるい形

をかきましょう。 



３ ◎  直径の意味や直径と半 

径の関係を理解する。 

 

手１：表現の引き出し 

→ 折ったり測ったりして試行錯誤させ，折ると端と端が

ぴったり重なることに気付かせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ 実際に線を引かせ，直径とは円周から中心を通った直

線であることを実感させる。 

→ 半径や直径の意味に着目して円の中心の見付け方を

考え説明させる。 

ア 

イ 

４ 

 

 

◎  コンパスを使って，円 

をかくことができる。 

 

手１：表現の引き出し 

→ もっと簡単にきれいな丸をかくことができないか考

えさせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ コンパスを使って作図したことを基にしながら，きれ

いな円がかける理由を説明させる。 

ア 

 

 

５ ◎ コンパスは等しい長さ 

を測り取ったり移したり

することができることを

理解する。 

 

手１：表現の引き出し 

→ 問題をつかむ場面でものさしが使えないときに，既習

と比べてコンパスの有効な使い方を考えさせることで

学習意欲を高める。 

手２：表現の獲得・変換 

→ コンパスには，等しい長さの測り取りや移しができる

ことを理解し，手順や方法を可視化し言葉にして動作を

する。 

ア 

ウ 

 

球 

６ ◎ 球の特徴について理解

する。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 身の回りの様々な円や球の形を確認し，平面の丸や立

体の球や楕円が存在することを認識させる。 

手２：表現の獲得 

→ 球の特徴，球の中心，球の半径，球の直径を知り，説

明させる。 

ア 

 

ま
と
め 

７ ◎  数学的活動を通して， 

 学習内容の理解を深め，

円や球についての性質を

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

イ 

ウ 

８ ◎  学習内容の定着を確認 

するとともに，数学的な

見方・考え方を振り返り

価値付ける。 

 円の中心の見つけ方を考えましょう。 

コンパスを使って半径５ｃｍの円をかきましょう。 

 コンパスのわざをふやしましょう。 

 ボールのようなまるい形について調べましょう。 

 学習のまとめをしましょう。 

円 



６ 本時の指導（１／８） 

（１）本時の目標 

    中心，半径の用語を知り，円の構成の仕方や性質について理解する。 

 

（２）評価規準 

評価規準 概ね満足できる 支援を要する児童への手立て 

イ かごからの距離が同じにな

るためには，まるい形になる

ことを説明することができ

る。 

 

かごからの距離が同じになる

ためには，まるい形になること

が分かる。  

教師による個別の支援や，友だちと

教え合う場の設定により，紙テープ等

の具体物を使ってかごからの距離が

同じになることが分かる作業をさせ

る。 

 

（３）研究との関わり 

   手立て１：子どもたちの反応を予測し，表現を引き出すために 

       ・ 身の回りにある既習の形について説明させる。 

   手立て２：表現方法の獲得・変換のために 

       ・ 図から考えを読み取らせたり，友だちの考えのよさや新しい学びに気付かせたりする。 

 

（４）展開 
段階 学習内容と活動 教師の働きかけ（＊）と評価（※） 

 

 

導 

入 

 

 

１０ 

分 

１ 問題場面を捉える。 

 ・身の回りにある形について考え，既習の長方形，正方

形，三角形などの形について説明する。 

 

・玉入れゲームで，どのようにならべばよいか考える。 

 

 

２ 本時の課題を焦点化する。 

 

 

 

 

＊手立て１：表現の引き出し 

・身の回りにある既習の形について説

明させる。 

 

＊手立て１：表現の引き出し 

・玉入れゲームにおける並び方につい

て話し合うことを通して，かごから

立つ位置までの長さに着目させてい

く。 

・個人の得意，不得意によらず，条件が

同じであるかどうかに着目させる。 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

３０

分 

 

３ 学習の見通しをもつ。 

・図をかく。 

・理由を考える。 

 

 

 

４ 課題を解決する。 

・ノートやボードに自力解決をする。 

 

５ 全体で検討する。 

 ・それぞれの考えを発表する。 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

  

 

 

 

 

・既習の形から選ばせる。 

・フリーハンドでかかせる。 

・どのように並べば条件が同じになる

かを考えさせる。 

 

・なぜなのかしっかりと言えるように

させる。 

 

・縮図やボードに磁石など準備してお

く。 

＊手立て２：表現の獲得・変換 

・図から考えを読み取らせたり，友だ

ちの考えのよさや新しい学びに気付

かせたりする。 

※中心から等距離になるように並ぶ

と，円の形になることを見いだし，説

明することができる。（発言・ノート） 

○ま  きれいな丸の形をかけば，かごからの長さが同

じになる。 

○か  かごからの長さが，同じになるようにならぶた

めには，どのような線をかけばよいか考えましょう。 



 

終 

末 

 

５ 

分 

７ 学習の振り返りをする。 

 ・今日の学習で分かったこと,できたことについて振り

返る。 

 

８ 次時の学習を知る。 

 

・振り返りを発表させ,全体で共有させ

る。 

 

・きれいなまるい形がかける理由を考

えることを確認させる。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

            

 

 

 

 

 直線で立つ→不公平 

 

 

 

 

 

 

 

   子どもの考え          子どもの考え          あみ          はると   

玉入れゲームで、どのようにならべ

ばよいでしょう。 

○か かごからの長さが，同じになるよ

うにならぶためには，どのような線

をかけばよいか考えましょう。 

・遠い人と近い人がいる。距離がちがう。 

・同じ長さにする。 

 

○方  図にかいてみる。 

  （理由をつける） 

  

  楕円 

 

 

○ま  きれいな丸の形をかけば，かご

からの長さが同じになる。 

正方形 

長方形 


